
作品網介

「奄美の混染」

1989年/31分／■見●●轍冑曇員會
撮影螂●覺●●大●●電·町•笠利／名瀧1IJ

伝織的な衣貪住にはそれぞれの蝙鑢の●土や●史が、色濃く反応し、

さらには蝙鴫性を纏U 人圃の●賣の舅膿さがにい只？ている．

大●綸は、墓＊的には編の平織の織鴨だが、それが遷鍮と呼ばれる撞滋で鍮められ、

織響な纏纏にtt上げられるところに糟色がある．
テーチギ（シャリンバイ）の鸞汁と鹸分書會んだ員の遷のよる鍮めの撞滋．

竃養の譴鍮の名が、大●綸の調壽であるゆえんである．…（属鴫碍作贔纏■子より）

「武州董」

1986年/42分撮膨鎗：嶋玉●羽生言／璽苔言

武薦圃で璽が作り鎗拿ったのは江戸欝代という。

これはその纏靖熾から鍮め拿での伝織的撞蝙と冒鬱の記●である。

重は生きものだという。●●の皇し璽しがある。

その重の織子壱丹拿にみながら鍮める撞傭には、職人の錢と着りが込められている。

講鰤紹介

山崎樹意氏

軍木鍮の●名書山嶋●氏から三代目．

暮らしが楓ざす土熾に鶴書■e●近な●暢にT寧に胄書會い、櫨父の代より攣め書遍求してeた
軍＊■さん．山嶋さんがはぐくむ色は・土が生み出したe.土蝙奮翼す水奮介し、そこから生enる
軍＊の●み奮119、人の手による亭仕事．そして＊が・って鬱く山欝に負鑑書かけずすぺて書土に

量すこと．その●●書大嬬にしながら、讐の人帆•かな”●患土創にして、●土と共に軍＊鍮に同

會會っている。 小鰭エコピしッジ
、E>珊ll1t 1纏鳥●零●

（小鱒市●4 7 t 7) 
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